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４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

新しい介護保険の全体像

平
成
12
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
。
施
行

後
５
年
が
経
過
し
、
全
国
的
な
課
題
と
し
て
、
軽
度
認
定

者
（
要
支
援
、
要
介
護
１
）
の
急
増
、
ま
た
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
に
と
も
な
う
給
付
費
の
増
加
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
、「
制
度
の
持
続
可
能
性
」、

「
明
る
く
活
力
あ
る
超
高
齢
社
会
の
構
築
」、「
社
会
保
障

の
総
合
化
」
を
基
本
と
し
て
、
介
護
保
険
制
度
が
今
年
４

月（
18
年
度
）か
ら
次
の
と
お
り
見
直
さ
れ
ま
す
。

４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

こ
の
た
び
の
制
度
改
正
は
、
で

き
る
限
り
介
護
が
必
要
な
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
図
ら
れ
る

な
ど
、
主
に
軽
度
認
定
者
や
要
介

護
・
要
支
援
と
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
人
に
対
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
に
重

点
を
置
い
た
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
現
在
の
要
介
護
区
分
は
下
図

の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し

い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
日
常
の

中
で
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
一
緒

に
見
つ
け
、
そ
の
こ
と
が
、
実
際

に
で
き
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
の
計

画
を
作
っ
た
り
、
本
人
や
家
族
な

ど
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受

け
る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
、

新
た
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。（
左
図
参
照
）

　

本
市
で
は
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
を

市
内
３
カ
所
に
設
置
し
、
現
在
の

「
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、

相
談
取
り
次
ぎ
の
窓
口
と
し
て
い

く
予
定
で
す
。

介
護
予
防
給
付

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

民
間
の
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
が
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

介
護
予
防
事
業

介
護
給
付

介護保険の対象とならない人
自立して生活しているが、生活
機能の低下や低栄養、閉じこも
りなどが心配される人が対象

介護は必要
としない虚
弱な高齢者

要介護認定
の非該当者
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要介護認定
の非該当者

介護保険の対象者　
日常生活において介助を必要と
する度合いの高い人が対象

現在のデイサービスや訪問介護
などの介護サービスを利用でき
ます

たとえば、デイサービスで食事
などの基本サービスに、その人
の目標に合わせた「運動器の
機能向上」、「栄養改善」、「口
腔機能の向上」などのサービス
を選択して利用できます

たとえば、栄養改善のための配
食サービス、認知症予防・転
倒骨折予防・閉じこもり予防の
ための教室などを選択して利用
できます

介護保険の対象者だが、
要介護状態が軽い人
日常生活の一部に介助が必要だ
が、適切にサービスを利用すれ
ば改善の見込みの高い人が対象

現　在 平成18年4月から


